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xI.退職にあたって
三上章允 (行動発現分野)
私が犬山に赴任したのは1974年6月,まだベトナ
ム職争も終結していない頃である･当時の霊長類研究所
は,形態基礎,神経生理,心理,社会,変異,生活史,
生理,生化学の8部門および幸島野外観察施設とサル類
保触飼育管理施設の2施設という体制であった.本棟の
紐物は現在の正面玄関から西側は存在せず,本棟とサル
施設との間は駐車場になっていた.もちろん実験棟も存
在していない.本棟正面,現在放飼場のあるところは草
原で,その一部は一時テニス･コートとなっていた.第
2放飼場東側のグループケージも,宿泊棟西側の育成舎
の場所も草原で,広々としていた.研究所の門-至る坂
道は舗装されておらず,雨が降るとひどくぬかるんだ.
この道が舗装されたのは私が赴任した年の8月に名古
屋で開催された第5回国際軍長類学会の直前であった.
当時の研究所のスタッフと学生の総数は現在より_,
少なく,教官や事務官の年齢も若かった.そのためもあ
って,異なる分野間での交流も活発であった.多くの教
官,事務官が塔野地宿舎に住んでいた.宿舎では毎年,
花見と月見が行なわれ,年末には研究所や宿舎のあちこ
ちでつぎつぎ忘年会があった.違う分野の会にもよく出
席した.また,それぞれが乗っている車の車種や色を皆
知っていたので,駐車場を見るだけで誰が現在出勤して
いるかが分かった.当時の車の窓の開閉は手動だった.
文,窓を開けたまま駐車していても,にわか雨が降り出
すと気づいた人が窓を閉めてくれた.窓の開閉が電動と
なった現在ではこの恩恵にはあずかれない.第-,車の
数が多すぎてとてもそのようなサービスは期待できな
い.
名鉄犬山駅の駅舎は平屋建瓦葺の小さな建物で,級
路の西側にあった.そこで,研究所から犬山駅に行くに
は踏切を渡る必要があった.名鉄の東側にはユニチカの
工場があり,郷瀬川までの広い面積を占めていた.その
ため,名鉄の東側にはレストランも商店もほとんどなか
った.一番近いレストランは研究所北側の柵を越えたモ
ンキーセンター内のレストランであった.もっとも私自
身は,当時の研究所の食堂 ｢鳥ふじ｣で昼も夜も食べて
いたので,モンキーセンターの食堂は数回しか利用して
いない.｢鳥ふじ｣の料理はおせじにも美味しいと言え
る.ものではなかったが,赴任当時の給料で毎日外食はき
つかった.霊長類研究所は共同利用研究所であったため,
全国の大学,研究機関から研究者が訪れる.学会などで
盃長短研究所の所属だと言うと,｢ああ,あのまずい食
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堂のある｣と言われたものである.
この当時を知るスタッフは研究所には数人しか放
っていないが,研究所開設から10年間の経緯について
は ｢この十年の歩み｣に詳しく書かれている.研究所の
運営面で見ると助手 (助教)以上が参加する協誠貝会は
ユニークなシステムである.この運営体制のスタートに
は大学運営の民主化が課題となった1960年代の機運が
背景にあったものと思われる.それと同時に研究所の規
模がそれほど大きくなかったことも幸いした.この運営
体制のメリットは言うまでもなく,教員全員の智恵を汲
み上げるとともに,教員全員が運営に寄与することであ
る.この民主的な運営体制の中で助手も各種の委員会の
委員長などを務め運営に重要な役割を担ってきた.この
運営体制のデメリットは,委員会や会議の数が増えるこ
と,そして,研究に専念すべき若い研究者が多くの雑用
をかかえる点にある.しかし,私はメリットの方が大き
かったように思う.
霊長類研究所は本キャンパスから遠く離れ,愛知県
犬山市にある.その経緯は,モンキーセンターにあった
研究所のスタッフが霊長類研究所設立の運動で中心的
役割を担ったこと,モンキーセンターを研究用のサルの
供給先として構想していたことにある.後者については
結局実現することはなかったが,寧長類研究所にとって
は,モンキーセンターに隣接することでプラスの面があ
ったように思う.霊長叛学会がない時代にモンキーセン
ターの主導するプリマ-テス研究会は日本の滋長短研
究者が一同に会する場としての役割を果たしたし,モン
キーセンターに編集室が設けられた英文科学誌primates
は日本が主導する霊長類学研究の国際誌として韮要な
役割を果たしてきた.また,いくつかの研究がモンキー
センターとの交流の中で実現してきた.私自身,モンキ
ーセンターを訪れることで多様な霊長類について随分
勉強になった.また,実験に使用するサルの写共を用意
するためモンキーセンターにたびたび越境した.
霊長類研究所は犬山にあるのだから,京都大学に所
属する必要はないのではないかという議論が何度か行
なわれた.こうした議論が行なわれた経緯は,京都大学
に所属する限り京都大学の枠内での行動が求められ,文
部省 (文科省)と直接交渉できないという不満による.
概算要求などで京大内の順番があり,研究所の重要事項
が京大内では必ずしも重点事項にならないこと,予算や
人員について本部の留保分が多いことなどである.確か
に,文部省 (文科省)直轄の研究所は予算も人員も豊富
なように見える.反対意見としては,京都大学に所属す
ることにより,研究所の社会的ステータスも高まるし,
大学院生も集めやすいというものである.私自身はメリ
ット,デメリットがあるのでどちらでも良いと考えてい
たが,京都大学の附旺研究所として1昨年設立40年を
迎えた現在,応早京都大学から離脱する理由はない.
東都のメイン･キャンパスから離れていることのマ
イナス両はいろいろある.図黙館,診療所,生協の利用
など,学内の様々なサービスが受けられない.学内の他
学部との教育,研究丙でも交流も時間がかかるので不便
がある.教員や弔坊職にとっては,1時間程度の会誌で
も往役の移動時問に5-6時間を狩やしてしまう.いっ
そ京都近郊に引っ越してはという古見もあったが,RR
sの設置など規模が拡大した今となっては困難であろ
ラ.犬山のような ｢いなか｣にいることによる利点もあ
る.研究所の比較的近くに居住することが可能で,日常
の通勤時間が短縮できる.大都会に比べて誘惑が少ない
ので研究に噂念できる.関東と関西の中間点,名古屋ま
で30分というロケーションも悪くはない.私個人とし
ては,比較的空気がきれいで,緑の多い犬山という環境
は気に入っている.理由はともあれ,生まれ育った北海
道よりも長く居住した犬山は私にとっての故郷になっ
てしまった.
研究面で見る研究所の第-の特徴は霊長炉を研究
対象としながら様々な分野の研究者が集まっているこ
とである.霊長類研究所は既存のどの学部にもないよう
な多様な分野をかかえている.研究所内の研究者の連携
で学際的研究に取り組む環境がある.旧神経生理部門,
行動発現分野の主要な研究は,学習課題を遂行中のサル
の脳内の神経細胞活動の解析であった.そうした研究を
遂行するにあたって,心理部門が隣接していたことは大
いに助けになった.私はここ10年余り,サルの色覚の
研究に取り組んだが,野生のサルの捕獲,サンプル採取
から,分子レベルの解析,行動実験,生理実験まで多く
の研究者と連携して進めることができた.そのコアとな
ったのも霊長類研究所の様々な分野の研究者であった.
私は学部卒業後,脳研究の道に進んだが,北大大学
院時代はネコを使った動物実験とヒトを被験者とした
脳波の研究を行っていた.サルを対象とした研究は盟長
琉研究所に来てからである.もともと認知,思考,概念
形成など高次機能に興味があって生理学研究累の大学
院に進んだので,丑長柄研究所の助手応gJ=があったとき,
すぐに応募することにした.脳の柘次機能はサルでない
と研究できないという思いからである.それと同時に,
100年足らずの歴史しかない北海道で育った私には,
歴史のある京都-のあこがれもあった.実は,応募書類
を苗いた時点では霊長類研究所が京都から離れている
ことに気づいていなかった.久保田先生の前頭葉の細胞
活動記録の話を知っていたので,応募書類には,｢聴覚
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刺激を使って空間記憶の実験を行い,視覚記憶の条件と
比較することによって,前頭連合野の神経細胞活動が刺
激のモダリティーによらず左右の概念に対応するかど
うか確かめる｣という実験計画を書いた.採用されて霊
長類研究所に来てみると,当時心理部門の助手だった井
深さんが側頭葉を破壊したサルで色弁別記憶課題の実
験をしていた.私はすぐに心変わりをし,色弁別記憶課
題遂行中の側頭柴の神経細胞活動を解析することにし
た.当時学習課題遂行中の側頭連合野の細胞活動の記
録･解析は世界のどこでも行われていなかったので,世
界で叔初の仕抑 こなるはずであった.結局,UCLAの
Fusterが私とほぼ同時にスタートし,先に論文を出すこ
とになったが,私の仕事も側頭迎合野の初期の仕事とし
てそれなりの評価を受けろことができた.その後の研究
の経緯は最終講義でも紹介したのでここでは割愛する
ことにする.ただひとこと追加すると,正長類研究所は
サルを研究するという点では非常にめぐまれた環境に
ある.これからもそのメリットを保持してほしいし,坐
かしてほしいと思う.
退職前の2年間,自己点検委Ll会を担当した.文科
省が求めるのは外形的,客観的評価である.この要言削こ
応えるためには,数値を示した評価が必要となる.大学
本部と文科省の求めに沿う形でやむをえず,引用数や投
稿雑誌のインパクトファクターなどを挙げた作文を行
なってきた.研究者間,研究機関の関で攻中の激しい現
代の情勢で,客観的な比較のしやすい数値は便利である.
しかし,研究は多様であり,また多様でなければならな
い.数値評価だけですべてが決まる仕組みが定蔚すると,
科学研究が歪み,研究の発展を阻害する.ロシアがソビ
エト連邦であった時代,紙の生産高を重虫で評価してい
たことがある.その結果,各製紙工場は生産高を上げよ
うと競って分厚い紙を生産するようになったという.こ
れは,社会主義体制がもたらした弊害ではなく,評価の
仕組みがもたらした弊古である.叛似の閉店は身近でも
起きている.医学部の教授選考で某紙を韮視する風潮が
一時定弟した.その結先,診療のできない内科教授や手
術のできない外科教授が誕生した.その反省から,各大
学の医学部では選考韮tqrjが見正されている.霊長類を対
象とした研究には時間のかかる研究や,-長年継続してこ
そ意味のある研究が含まれている.霊長類研究所として
は,他分野や隣接分野との競争を勝ち抜きながらも,そ
うした時間のかかる研究を排除しないような工夫が必
要であろう.
林基治 (器官調節分野)
36年間の研究生活をふりかえって
私は,霊長類研究所が創設されて6年目の 1973年
の8月に,当時の生理研究部門の助手として赴任しまし
た.この年はベトナム戦争がようやく終結し,世間には
なんとなくむなしさが漂い,さらに石油危機でトイレッ
トペーパーが不足し,買いだめ事件が起こるという殺伐
とした時代でもありました.しかし研究所は建物が新し r
く,また増築されることも約束されていたので,明るく
て新鮮な雰囲気に満ちていました.教員もはつらつとエ
ネルギッシュで,毎j]1回の協議会では助手から教授ま
で自由関連に意見を述べ合い,時には議論が白熱し深夜
になることもありました.また職員はほとんど塔野地の
宿舎に住んでいたので,春は花見の宴,秋は月見の宴な
どが催され,教員,事務職員,技術職員そして大学院学
生も皆一緒になって羽目をはずして大騒ぎをしたもの
で,今ではなっかしい思い出となっています.
赴任当初,そのころ新手法であったラジオイムノア
ッセイ法を用いて血中ホルモンを定量することが研究
テーマでしたが,自分の関心のあるテーマでなかったこ
ともあり,あまり気乗りのするものではありませんでし ､
た.しかし,その後サルの脳機能維持に重要な神経ペプ
チド班や神経栄養因子類を定量することが必要になり,
ラジオイムノアッセイ法が大いに威力を発揮しました.
一方細胞レベルの研究は,その頃ひじょうに感度のよい
免疫組織化学法が実用化された時期で,前述の脳内機能
分子頬を含む細胞の発達と老化の研究を発展させるこ
とができました.このようにあとからふりかえ`ってみれ
ば,さまざまな研究経験はどれひとつとして無駄なもの
はなく,将来必ず役に立つ時が来るということ,そして
尖験には実際に実行可能になる条件が揃うちょうどよ
い時1g)というものがあることを知り,これらの体験はそ
の後の研究にとってたいへん資重なものなりました.私
は研究とは本来きわめて孤独な作業と考えているので,
あまり世間からの雑音が入らず研究にのみに没頭する
ことが出来たのは本当に幸運であったと思っています.
霊長類研究所では,盃長煩を研究対象とすることで,
他の研究機関では行うことのできないユニークな研究
を発展させることができるという長所があります.しか
し一方,研究所の研究領域は,古生物学,生態学,行動
学,心理学,神経科学,生理学,ゲノム科学,獣医学な
ど多岐にわたり,それぞれの領域を専門とする研究者が
比較的少人数なので,研究結果に対する厳しい批判や有
忠義な示唆を受ける機会が乏しいという欠点もありま
す.それを克服するためには,世界で行われている研究
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に常に目を向けて,積極的に国内外の学会や研究会に出
席し,研究成果を発表することによって自分の研究を客
観視することが必要です.その点で,今まで研究室に入
学してきたほとんどの大学院生といっしょに北米神経
科学会で研究成果を発表して来た事は有意義なことだ
ったと思います.また霊長類研究所は全国共同利用研究
所であり,さまざまな研究者と交流できたことも,たい
-ん資重な経験でした.
さて私が行って来た物質レベルでの研究では,霊長
類を用いるより安価で多数の材料が手に入るげっ歯頬
等を用いた方が有利な場合があります.従って研究を始
める前に,まず霊長類を用いる意義について真筆に考え
る必要があります.しかし一旦研究計画がまとまったら,
最後まであきらめずに研究を続行し,データがある程度
集まった時点でとにかくなにかの形で論文にすること
がぜひ必要なことだと思います.昨今,国の予詐不足の
なかでもー当研究所の研究費は他の研究機関に比較して
恵まれている方だと思います.所員はこれからも世界レ
ベルの研究に果敢にチャレンジしてすぼらしい成果を
上げられることを祈っております.
終わりにあたり36年もの長きにわたり,私がなん
とかここまで自由に研究出来たのは,実に多くの方々の
助けがあっ-たからとつくづく感じています.研究を進め
るうえで価値ある批判や励ましをして下さった研究所
の教員,共同利用の研究者,大学院生のみなさん,また
さまざまな雑用をてきぱきと処理して下さった事務職
負,技術職員の方々にこの場を借りてこころから御礼申
し上げます.
